
１２月上旬、高知市や安芸市などで還付金詐欺が発生しました。

その手口は、いずれも市役所職員や銀行員などになりすまし、

「医療費や社会保険料の払い戻しがあるので、自宅近くのＡＴ

Ｍで手続きがとれる」などと電話をかけ、言うとおりにＡＴＭ

の操作をしているうちに、自分の口座のお金が、犯人の口座へ

と振り込まれてしまったものです。

　　　　実在する公的機関になりすますという卑劣な手口です

が、ＡＴＭ操作でお金の払い戻しはできません。それは詐欺の

手口です。また、公的機関や銀行職員が還付金受け取りのため

に電話をすることはありません。

このような電話があったときは、警察総合電話♯９１１０または、

香美署５２－０１１０へ相談しましょう。そして、そのような還

付金が実際にあるのか、家族や市役所などへ確認してください。

玄関先に貼っているステッカー、古くなったり、破

れたりしていませんか。無料配布していますので

新しいステッカーに貼り替えてください。

まだ貼っていないお家にもぜひどうぞ！

市役所本庁舎・各支所・出張所、もしくは、

香美警察署、各駐在所で配布しています。

凍結注意！

こんなところが危ない！

●橋の上

●トンネルの出入り口

●日陰部分

●雨や雪で路面が濡れたままの所

などが危険です！
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検 索香美地区地域安全協会

県内で還付金詐欺発生中！

１６Kami１７ Kami

緊急のときは緊急のときは１１１１０番０番

１月１０日（土）は１１０番の日です。

香美警察署ではこの日、１１０番の正

しいかけ方、利用方法について理解

していただくために、ふれあい１１０

番ｉｎかみの広報活動を行います。

■場所・時間

・バリューノア店

　１１時～１２時１０分頃

■内容

・チラシ・グッズの配布

・鏡野中学校吹奏楽部による演奏と
　正しい１１０番のかけ方等の寸劇

（１１時１０分頃からバリューノア店

　第２駐車場にて）

※配布予定のチラシ・グッズには数に限り

　があります。ご了承ください。　　　
　

　　　　　　　

緊急のときは緊急のときは１１１１０番０番

山間部や寒冷地でのスリップ事故に注意！！

寒い日の朝は、思わぬ所で道路が凍結していることがあ

ります。急加速や急ブレーキ、急なハンドル操作は、

スリップして事故につながることがあります。運転時

にはスピードを控え、余裕をもってブレーキをかける

ように心がけてください。
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【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53－

５
９
５
８

【
短 

歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　

選

FAX

注意！

訪問販売お断り！ステッカー訪問販売お断り！ステッカー訪問販売お断り！ステッカー

①何が　②いつ　③どこで
④犯人は？　⑤いまの状況は？
⑥あなたの氏名と住所

新年を無事故・無違反で

★
お
詫
び
と
訂
正･･･

12
月
号
の
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
か
み
で
お
伝
え
し
た
、
香
美
地
区
防
犯
少
年
剣
道
大
会
の
結
果
で
、
入
賞
者
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。　
　

【
中
学
生
女
子
の
部
】
３
位　

福
留
紗
稀　
　

【
中
学
生
男
子
の
部
】
優
勝　

松
本
晃
輝　
　


